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第 5 回
定例議会

令
和
２
年
度
一
般
会
計
、

特
別
会
計（
国
民
健
康
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
、
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
公
共

下
水
道
事
業
、
学
校
給
食
事

業
）
の
決
算
及
び
水
道
事
業

会
計
決
算
は
、
総
務
建
設
常

任
委
員
会
、
民
生
文
教
常
任

委
員
会
へ
審
査
が
付
託
さ
れ

た
。各

委
員
会
で
は
、
議
決
さ

れ
た
予
算
が
効
率
的
に
執
行

さ
れ
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
に

よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
行
政

効
果
が
発
揮
で
き
た
の
か
な

ど
を
審
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
委
員
会
と
し

て
「
認
定
す
べ
き
も
の
」
と

決
定
し
、
各
常
任
委
員
長
よ

り
審
査
報
告
書
が
提
出
さ

れ
、全
会
一
致
で
認
定
し
た
。

令
和
３
年
第
５
回
定
例
議
会
は
、
９
月
６
日
か
ら
16
日
ま
で
、

11
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
。

開
会
日
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
ほ
か
12
議
案
が

提
案
さ
れ
、
各
委
員
会
に
お
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

15
日
に
一
般
質
問
を
行
い
、
最
終
日
は
７
議
案
を
追
加
し
て
審

議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
て
閉
会
し
た
。

決算を認定 歳出総額
123億２千万円

令和２年度各会計の決算額
会　計　区　分 歳　　入 歳　　出

一 般 会 計 89 億 5695 万円 84 億 8388 万円

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 21 億 583 万円 20 億 4218 万円
後 期 高 齢 者 医 療 2 億 9106 万円 ２億 8489 万円
障がい福祉サービス事業 5733 万円 5570 万円
公 共 下 水 道 事 業 12 億 3602 万円 11 億 9765 万円
学 校 給 食 事 業 １億 816 万円 １億 596 万円

水 道 事 業 会 計 2 億 1260 万円 １億 5712 万円
総　　　　　額 129 億 6795 万円 123 億 2738 万円

一般会計歳出 一般会計歳入

町税
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教育費
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令和２年度

【
一
般
会
計
・
特
別
会
計
】

・�

令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
町
政
運
営

と
な
り
、
様
々
な
諸
事
業
が
大
き
な
影
響
を
受
け
、

事
業
の
規
模
縮
小
や
中
止
等
が
さ
れ
て
い
る
。

���

こ
の
よ
う
な
中
、
町
民
の
生
命
、
雇
用
、
生
活
等
を

守
る
こ
と
を
第
一
に
、
国
・
県
補
助
金
、
国
の
臨
時

交
付
金
の
活
用
や
町
独
自
施
策
に
よ
り
、
町
民
へ
の

生
活
支
援
を
は
じ
め
、
事
業
者
等
へ
の
支
援
策
や
感

染
防
止
対
策
な
ど
の
諸
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

・�

開
か
れ
た
行
政
を
目
指
し
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
配
信

に
加
え
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
受
信
が
可
能
と
な
っ
た
住
民

向
け
メ
ー
ル
の
配
信「
す
ぐ
メ
ー
ル
ご
う
ど
」や「
ご

う
ど
情
報
ア
プ
リ
」
の
導
入
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の

情
報
の
充
実
が
図
ら
れ
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
提
供

が
行
わ
れ
て
い
る
。

・�

安
全
•
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、更
新
し
た
「
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
全
戸
配
布
し
、
洪
水
発
生

時
の
浸
水
想
定
区
域
や
洪
水
か
ら
命
を
守
る
避
難

行
動
、
避
難
場
所
、
避
難
の
心
得
な
ど
を
示
し
、
町

民
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
る
。

・�
下
宮
34
号
線
道
路
改
良
事
業
や
末
守
西
保
２
号
線

通
学
路
整
備
事
業
を
継
続
事
業
で
実
施
し
、
安
心

安
全
な
都
市
環
境
づ
く
り
と
産
業
活
性
化
基
盤
づ

く
り
が
図
ら
れ
て
い
る
。

・�「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
に
基
づ
き
、
小
中
学

生
に
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
配
付
及
び
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
環
境
導
入
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の
充
実
が

図
ら
れ
て
い
る
。

【
水
道
事
業
会
計
】

・�

水
道
事
業
は
、
住
民
が
健
康
で
快
適
な

生
活
を
し
て
い
く
う
え
で
、
最
も
重
要

な
水
道
水
を
供
給
し
て
い
く
こ
と
か
ら

も
常
時
水
質
の
変
化
に
気
を
つ
け
、
よ

り
良
い
水
質
の
保
全
と
、
安
全
で
お
い

し
い
水
の
安
定
供
給
に
努
め
ら
れ
た

い
。

・�

給
水
人
口
は
年
々
減
少
し
て
い
る
が
、

令
和
２
年
度
の
年
間
有
収
水
量
は
２
０

３
万
１
千
㎥
で
、
前
年
度
に
比
べ
０
．

89
％
増
加
し
た
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
在
宅
時
間
が
多
く
な
り
使
用
水

量
が
増
加
し
た
こ
と
等
が
要
因
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

���

今
後
も
、
一
層
の
有
収
率
向
上
を
図
ら

れ
た
い
。

・�

引
き
続
き
、
未
納
者
に
対
し
て
、
滞
納

整
理
を
計
画
的
に
実
施
し
、
未
納
額
減

少
に
努
め
ら
れ
た
い
。

���

ま
た
、
今
後
大
幅
な
有
収
水
量
の
増
加

が
望
め
な
い
こ
と
や
、
一
定
年
数
を
経

過
し
た
老
朽
管
や
耐
震
対
策
に
伴
う
更

新
費
増
加
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

水
道
料
金
の
改
定
も
検
討
さ
れ
た
い
。

監
査
委
員
の
意
見
（
主
な
事
項
）


